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答

弁

第

四

三

号 

    

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
日
本
人
の
海
外
渡
航
制
限
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
四
五
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昭
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年
七
月
二
十
八
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閣
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理
大
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吉 
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一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
日
本
人
の
海
外
渡
航
制
限
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

現
在
占
領
下
日
本
人
の
海
外
渡
航
は
、
平
時
の
海
外
渡
航
と
は
性
質
が
異
り
連
合
国
総
司
令
部
が
日
本
の
経
済
能
力
の
回

復
、
民
主
化
の
促
進
等
に
有
益
な
り
と
認
め
た
も
の
に
限
り
許
可
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
個
々
の
渡
航
に
当
り
て
は
こ

の
目
的
に
沿
つ
て
審
査
が
加
え
ら
れ
、
総
司
令
部
の
最
終
的
許
可
が
あ
つ
て
始
め
て
日
本
政
府
に
よ
る
旅
券
の
発
給
が
な
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
渡
航
先
の
国
に
お
い
て
日
本
人
の
渡
航
を
希
望
し
な
い
場
合
に
渡
航
の
で
き
な
い
こ
と
は
も
ち
論

で
あ
る
。 

追
つ
て
旅
券
発
給
事
務
が
日
本
政
府
の
手
に
移
管
さ
れ
た
本
年
一
月
二
十
一
日
以
降
、
今
日
ま
で
に
ソ
連
あ
る
い
は
中
共

へ
の
渡
航
申
請
を
提
出
し
た
も
の
は
い
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




